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Ef 世帯と孤立型 Ni 世帯の比較からは，「母であることが
好きである」「父方祖父母は子育てに協力的」の２つの項目
とも Ef 世帯の方が孤立型 Ni 世帯よりも高得点であった。
また，前者は，Ef+m が Ni よりも得点が高かった(Table 1




Table 1 「母であることが好きである」 
Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 13 3 16 13 21 6 40 26 
Mean 4.23 4.33 4.25 4.08 4.24 4.33 4.20 3.19





















Nt：祖父母近隣居住型核家族世帯計   Ni：孤立型核家族世帯 










Table 2 「父方祖父母は子育てに協力的である」 
Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 13 2 15 13 21 5 39 26
Mean 4.23  2.50  4.00  3.77  2.76  3.60  3.21 3.12 
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2.33 







   ―  
Ni 
ｔ 
  * 
1.85 


















Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 13 2 15 13 20 5 38 26 
Mean 3.62 3.50 3.60 3.08 2.90 3.40 3.03 3.04




2.34    ―    
Ef+m 
ｔ 
















Ｅと Ni との相違はみいだせず，むしろ近隣 N と Ni との相
違がみられることに特徴があった。 
 
Table 4 「母であることに生きがいを感じている」 
Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 13 3 16 13 21 6 40 26
Mean 3.38 3.33 3.38 3.69 3.71 3.83 3.73 3.08
ＳＤ 0.65 1.53 0.81 1.03 1.01 0.75 0.96 1.09
Ni 
ｔ 









Table 5 「夫は子ぼんのうである」 
Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 12 2 14 13 21 6 40 26
Mean 4.00 4.00 4.00 4.54 4.05 4.00 4.23 3.54
ＳＤ 0.65 0.00 1.11 0.88 1.12 1.10 1.05 1.21
Ni 
ｔ 
   ** 











Table 6 「子育て以外に生きがいがある」 
Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 13 3 16 13 21 6 40 26 
Mean 3.23 4.67 3.50 3.46 3.00 2.67 3.10 3.00





―   ** 





Table 7. 「自分の関心が子どもばかりには向かず視野は狭くなっていない」 
Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 13 3 16 13 21 6 40 26 
Mean 3.62 4.33 3.75 3.62 3.05 2.00 3.08 2.92 



























傾向がみられた。さらにこの項目では Nm が Ef，Em，Nfm，
Nf に比較して低得点の傾向がみられた。 












Table 8 「育児に自信がある」 
Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 12 3 15 13 21 6 40 26
Mean 2.92 3.33 3.00 3.31 3.43 3.17 3.08 2.77




1.76    ―    
Ni 
ｔ 







Table 9 「母になったことで気持ちが安定した」 
Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 13 3 16 13 21 6 40 26
Mean 3.00  3.67  3.13  3.62  3.71  3.83  3.70 3.42 
ＳＤ 0.82  1.16  0.89  1.33  1.01  0.98  1.09 1.07 
Ef 
ｔ 







  * 
1.87 
    ― 
 
 
Table 10 「母であることに充実感を感じている」 
Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 13 3 16 13 21 6 40 26
Mean 3.46 3.67 3.50 4.00 3.95 4.00 3.98 3.50








  * 
1.94 





Family  Forms 
 Ef Em Ef+m Nfm Nf Nm Nt Ni 
Ｎ 13 2 15 13 20 5 38 26 
Mean 3.62 3.50 3.60 3.08 2.90 3.40 3.03 3.04





   ―    
Ef+m 
ｔ 


















































 こどもの年齢によって親を 4 つのグループ①：4 歳未満，
②：4 歳，③：5 歳，④：6 歳に分けて比較検討を行った。 
(1) 4 歳児未満と 4 歳児：4 歳児未満と 5 歳児と年齢群での
顕著な違いはみられなかった。 








(3) 4 歳児と 5 歳児：「父方祖父母は子育てに協力的である」
の項目で，4 歳児をもつ母親の方が 5 歳児をもつ母親よりも
高得点であった。すなわち，父方祖父母は子育てに協力的
であると 4 歳児をもつ母親の方が 5 歳児をもつ母親よりも
より感じている。 





(5) 5 歳児と 6 歳児 
 「母になったことで気持ちが安定して落着いた」の項目
では，6 歳児よりも 5 歳児をもつ母親にその傾向がみられ
た。また「母方の実家の祖父母がこどもとかかわることが
負担である」の項目では，6 歳児よりも 5 歳児をもつ母親が
負担と感じるようであった。 






子の年齢を以下の 3 つに分けた。 
 こどもについて，高年齢群は 10 歳以上(N=8)，中年齢群
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